
※ 核心地域と緩衝地域は、秩父多摩甲斐国立公園、秩父山地生物群集保護林、金峰山生物
群集保護林や秩父山地緑の回廊等に指定されており、適切な保護・保全が図られている。

※ 移行地域は、国立公園に隣接する山間地や山間盆地を主としている。第一次産業を中心とした
土地利用がなされ、自然環境の保全と調和した持続可能な発展を念頭に置いた取り組みが推進
されている。


